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1. 問題意識 

京都市はバブル崩壊以降、市民の幅広いニー

ズに対応するため積極的に市民協働を進める政

策に取り組んできた。しかし、少子高齢社会を

迎え、かつてのまちづくりの担い手が高齢化し

てきており、京都市は新たな協働の主体として

大学生の存在に着目した。大学生がまちづくり

に参画することで、地域の人手不足を解消する

ことができるほか、若者特有の新たな目線で、

まちづくりを行うことができる。 

しかし、2023 年度に京都市職員平子氏が独自

に同志社大学の学生 245名を対象として実施した

アンケート調査によると、「まちづくり活動」

への参加経験がある人の割合 33％であった。こ

の調査結果から、私たちは、行政によって既に

若者の市民協働を促進させる取り組みが行われ

ているにも関わらず、実際にまちづくりに参加

した経験のある大学生は少ないことに、問題意

識を抱いた。この問題は学生サークルと地域団

体の結びつきを強めることで解消できるのでは

ないかとの仮説のもと研究を行った。 

 

2. 現状分析 

2-1.学生のまちづくりに関する意識調査  

 私たちは、大学生のまちづくりへの関心を把

握するため、まちづくりに関する意識調査を行

った。対象者は、同志社大学政策学部の 2024 年

度秋学期講義「政策過程論」の受講生 159名であ

る。調査によると、全体の 65%に当たる学生がま

ちづくり活動に関心を持っていることが分かっ

た。そのうち、およそ 75%に当たる学生がまちづ

くり活動に「参加したことがない」と回答し

た。まちづくりに関心があるにも関わらず、実

際に参加した経験がない理由（複数回答可）と

して、「一人では参加しにくい(44%)」、「参加

するための障壁が高い(38%)」、「何から始めた

らよいのかが分からない(36%)」という意見が挙

げられた。一方で、まちづくり活動に参加した

経験のある学生 27 名のうち、18 名がまちづくり

サークルに所属していた。このことから、個人

でまちづくりに参加するよりも、学生中心のま

ちづくりサークルの一員として活動を行う方

が、まちづくりに対する学生の心理的ハードル

を低くすることができると考えられる。また、

学生個人に比べて組織力を持つサークルがまち

づくりに参画することで、協働における活動の

幅が広がると考えられる。加えて、まちづくり

サークルの活動が活発化することで、京都市に

おける地域力が高まり、ユニークな試みが生ま

れることが期待できる。 

 

2-2.まちづくりサークルが抱える問題 
 私たちは、まちづくりサークルが現在抱えて

いる問題を調査するため、同志社大学政策学部

内の学生団体 Uni-vate の代表 A さん（仮名）に

インタビュー調査を行った。学生団体 Uni-vate

は「政策を学んで実践する」ことをコンセプト

に 2022 年に設立されたまちづくりサークルであ

る。Aさんに、Uni-vateと地域団体の連携の経緯

を伺ったところ、現在行っているプロジェクト

はサークルメンバー個人が持つ縁によって協働

が行われていることがわかった。学生の市民協

働を行うためのアクセスポイントが複雑化して

いるため、どれを利用したらよいか判断が難し

いという。また、新しいプロジェクトを行いた

い場合、連携先を発見するのに時間がかかるこ

とも問題にあげている。さらに、行政から紹介

された地域団体とサークルの理念に違いがある

ことや、行政が仲介に入ったことで関係を解消

したい旨を言い出しづらい現状があることも判

明した。 

 そこで私たちは、まちづくりサークルが地域

団体との連携を有効かつ効率的に行うことがで

きる仕組みを提供することを目的として、地域

連携のプラットフォーム「まち×学生 縁結び

プラットフォーム」を提案する。 

   

３．政策提言  



 

 「まち×学生 縁結びプラットフォーム」は、

まち（地域団体）と学生（まちづくりサークル）

を「お見合い」という形で出会いの機会を演出

し、両者にとっての良縁を生み出すプラットフ

ォームである。 

 
図 1．縁結びプラットフォームの流れ 

 

3-1. 京都市学生まちづくりサークル連盟 

 現在京都市には、たくさんのまちづくりサー

クルが活動しているが、情報がひとつに集約さ

れる場が存在しない。そこで、「まち×学生 

縁結びプラットフォーム」を効率的に運営する

ための基盤組織として、コンソーシアム京都の

地域連携事業部のもとに「京都市学生まちづく

りサークル連盟（以下、連盟）」を設置するこ

とを提案する。まちづくりサークルが連盟に加

入することのメリットは、後述の地域団体との

「お見合い会」への参加を通じて、自分たちの

意識や能力にあった協働相手を探しやすくなる

点である。また、連盟の存在によって、活動に

信用が生まれることが挙げられる。 

 連盟の設置に伴って、登録サークルの活動履

歴、メンバー、関心のある事業、サークルの歴

史などを記載した「ポートフォリオ」を各サー

クルに作成・更新してもらう。そして、その情

報を HP で管理し、検索・閲覧ができるようにす

る。地域団体は、これによって最新のまちづく

りサークルの情報を得ることができる。また、

連盟は定期的に連携先となる地域団体と出会う

ためのイベント「お見合い会」を開催する。 

（3-3実施の流れを参照） 

 

3-2. 地域団体に関する情報 

 学生まちづくりサークルと協働する地域団体

に関する情報の収集・管理については、地域コ

ミュニティサポートセンターが担当する。当セ

ンターは京都市文化市民局自治推進室の統括の

もと各区役所が運営しており、大学コンソーシ

アム京都と、「学まちコラボ事業」や「輝く学

生応援プロジェクト」などの事業連携を通じて

既に協働関係を結んでいる。各区役所が、地域

団体に「お見合い会」への参加を呼びかけるこ

とで、有効かつ効率的な運営が可能となる。地

域団体に関する最新の情報を収集するため、地

域団体の見学会を開催したり、地域団体の方も

「ポートフォリオ」を掲載する機能を追加した

りする方策も考えられる。 

 

3-3. 「お見合い会」の実施の流れ 

 「お見合い会」では、参加サークルによる活

動報告会と、各サークルがそれぞれのブースを

持ち、地域団体と自由に対話を行う時間が設け

られている。 

 「お見合い会」でお互いが好感触を得て、協

働の気持ちが高まった場合には、地域訪問を実

施する。地域訪問では、まちづくりサークルが

地域団体の活動場所に赴き、お見合い会だけで

は見ることができなかった活動や地域の雰囲気

を感じ取り、協働の検討材料とする。 

即座に協働を行うかどうかの結論は出さず、

地域訪問の後に、双方に第 1 次 YES/NO シートを

送る。このシートは「NO」を選択すると協働か

ら撤退し、「YES」を選択すると、試用期間が開

始する。試用期間は、サークルと地域団体の二

者間で相談のうえ設定する。この試用期間のみ、

市の協働コーディネーターも関わり、助言を行

うことによって、地域団体と学生の対等な関係

を作っていく。試用期間が終了した後に、再び

第 2 次 YES/NO シートを交換し、正式に協働関係

を結ぶかどうかの判断を行ってもらう。 

以上のようなプロセスを経て、まちづくり学

生サークルと地域団体のマッチングを行うこと

で、持続可能な協働関係を作っていく。 

 

4. 期待される効果と展望 

 本提案は、大学コンソーシアム京都のもとに

行われる。大学コンソーシアム京都は、全国初

の大学間連携組織で、全国大学コンソーシアム

協議会事業の先導的存在である。大学コンソー

シアム京都が当プラットフォームを利用して、

大学生のまちづくりへの参加の増員に成功した

暁には、全国へとその波長が生じると期待され

る。 

 
5. 参考文献 

（1）平子愛望（2023）修士論文 

（2）自治会・町内会＆NPO おうえんポータルサイト「地

域 活 動 助 成 制 」 (https://chiiki-

npo.city.kyoto.lg.jp/assoc_cat/support,2024 年 10 月

20 日最終アクセス) 


